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I材料 として,Tablelに示すような,易燃性 8種類,難燃性 2種類,準不燃性 2種類,不燃
性 3種類の市販の平面材料を 用いたO このほかに, ロックウ～ル系のもの, アスベス トシー
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上記の材料を,室内に 1カ月以上静置し,気乾状態に達した後,60×60cm に切断 し,まず,
サン ドイッチ板の作製を行なった｡ 接着条件は, すでに Table2に示 した通 りである〔同表
において,アスベス ト･セメン ト板,アル ミニウム板,木毛セメン ト板などの接着に用いたエ
ポキシ樹脂は,変性されたもので,すでに,実用的な価格 となっている｡また融点の関係から
熱圧できない発泡ポ リスチレンは,酢 ビ･尿素の混合樹脂接着剤で,その混合比率は,2:10,
硬化剤として塩化アンモソを1.4%加え,約 1kg/cm2 の圧力で常温接着 した｡
つぎに,基材 と突板の接着であるが,Table2の欄外に示したように,酢 ビ･-マルジョソ
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訳鹸片は次のようにして採取 された.｢ すなわち,上記の複合パネルを,約 2カ剛乱 風通 し
のよい室内に=闘畳し,気乾状態になった後,端辺から約 2cm の部分を切 り捨て,残 り56×56
cm の部分から,Table3に示す寸法 ･形状の訊き占斜十をそれぞれ採取 した〔






















④ Hotplate ㊥ Coldplate






































ド,バガスボ- ド,木毛セメン ト板,パ-テイクル ･ボー ド,合板,ノ､- ドボ- ドなど,木質
材料が これに次ぎ, 0.05-0.16kcal/mhoCの値を示している｡ アスベス ト･シー トの 0.14
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Table4.Thermalconductivityofmaterialsusedintheexperiment
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しかしながら,パネル No.6 すなわち,アル ミ板で-ネカムをサン ドイ､ソチ したパネルで
は ,理論の適用性は50%程度となっている｡
パネル N0.3 と4の厚さの構成をみると,単板の場合に比べて,インシュレーションボ-
ドの層の厚さが著 しく小さくなっている｡ これは熱虻によって,生じたもので, したがって,
その比葦が高 くなっている｡Fig.2か ら比轟の増加 による熱伝導率の増加 を略算 し, (2)式
を計算 しなおすと ( )内の伯 となって, (2)式の適用性のよいことがわかる｡ また , No.
13の場合は,石膏ボー ド単体の熱伝導率を測定 した場合,含水率が,非常に高かったために,
単体の熱伝導率が非常に高 くなっているから, (2)式の適用性が悪かったものと思われるO
しか し, No.5,6の場合は, これに類する原因は
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って,狂いが生ずる〔 KOBl-F,R はか11)は,合板- ロ､ソクウ-ル-合板の構成の ドアパネルにつ
いて,水分々布から反 りを算出する試みを行なっている√)この場合,熱膨張の差による反 りは
無視できるようである｡ ここでは一定温度の下で,板の両面を異なる関係湿度にさらすことに






















このようにしてできた箱 形 の ものを,
200C45% RH の恒温恒湿室に入れ,底を
























板を貼った面)を 20oC,45% RH の環境に,衷
photo.1.Warptestofcompositepanels･ Photo･2 Curvature一meterusedinthetest･
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面を20oC,95% RHの環境に同時に暴露される｡, (このときの環境条件を,20oC,45/95% RH
と略記する｡設置状況は Photolに示す)｡




描き,これと,中心に描いた半径 20cm の円との交点に, 20×10×1 (厚さ)mm のガラス
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*3:ThemeaningOfthesymbolsisilustratedinthefigureattopofthenextpage･
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lh/ I 二↓ h2
T 与
// 71J-> /J 7; 5-Doh
3･2 実験結果 と考察
20oC,45/95% RHの下で500時間,20oC,45/45% RHの下で500時間の吸放湿サイクル経
過中のパネルの反 りとね じれの測定結果を整理 し,各パネルの平均的な特徴を,表にまとめる
と Table7の通 りであるO
一般に,反 りの経過は,同表の次貢上端の図のように, 吸湿過程で最大に達 した後,少 し減
少 し,平衡な値に漸近する｡ これは,パネル中の水分傾斜の経過に依るものであろう｡ また,






























































〇一一一一一一〇 0● 一′■+ J.I.J-.
T一一 ik-.I.･.･.･■-.･.･-X ■一一ノ ′■
o / ∫ /oTl･me ∫0 /00(A) 500 / 5 /oTlme 50/00(h)
_I.:,17つ








日) 貞 H i tl lH E ( 】1 J l= …冨swll ∫t- I- :.Twist -
･ 声 が ~L■~二 ｣ -~ー~ー-~ ~ー~一~ q =~こここ一十 ---ミニー 書 Eー ｢ ｢】 r t-｢ '-丁山一★叫 I.....-i....,.,iSt.






木 材 研 究 第44号 (1968)
1) ブル-プ 1は合板を基材,または合板によるサ ン ドイ./チ板を基材 とするパネルで,代
表的な経進 として,N0.7のパル ネの場合を,Fig.6に示す｡ 図か ら明らかなように, 反 り
やね じれの値が非常に大 きく, しかも, 突板の繊維方向と檀角方向の反 りの値が 著 しく異な
る〔 これは,概算11)される突板の効果 より,著 しく大 きいもので,その原因は,基材に用いら
れている合板の膨張率 と曲げ剛性の異方性に求められ ようO
吸湿の過程で, このように大 きな狂いが生ずる反面,放湿の過程では,非常によい狂いの回
復 性 を示 し, この点か らみると,スタビリティーは高いといえる｡
2) グルーブJlはパ-ティクル ･ボ- ドを基材 とするパネルで,その代表的な経過 として,
No.10のパネルの場合を,Fig.7 に示すo図か ら明 らかなように,これ らのパネルは,ほ と
んとね じれを生 じない｡ また,反りは,最大値に達するのかおそいか,または,明確な最大値
を示 さない｡ このことは,透湿速度の小さいことと,/i-ティクルボー ド内の内部応力の解放
かおこることにFil.-E=i係があると思われる｡ また,突板の/l%維方向と繊維に直角方向の反りは,あ
まり差 がな く,わずかに前者が大 きい程度である｡ さらに,放湿の 過程をみると,逆反 りの経
過は非 常に緩慢で,500時間以内では,逆反 りの絶対値は最大 (13) に達 しない｡ したがって,
500時制 こおける回復性は必ず しも優秀 とはいえないが, 長時間後 させれば, よりよい状態に
復するであろう｡
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の場合もみられた｡ グループⅡに比べて,大きな特徴は, 反 りの最大値 (hl) が, 比較的速
い時点で現れることで,これは,アスベス ト･セメント板の吸湿速度に関係するものと思われ
る｡したがって,放湿時における逆反 りの経過も早 く,優れた回復性を示している｡
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材料では, 荷重点下のコアのつぶれによって, 破壊が決定されるのが特徴的で, 発泡スチロ
ールの耐圧強度の弱さが問題となるo 強度の大小を通覧すると,まず,合板基材のもの (No･





度と比重の比 (比強度 の/p) をみると,合板が基材となっているもの (No･1,9)が抜群の





純粋曲げの場合の弾性係数 Eb をみると,7ル ミ板やアスベス トセメント板を表面材とする








がある13)｡たとえば W ANGAARD によれば, サンドイッチ板の中央集中荷重の曲げにおけるた
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が参考になる｡ それによれは, この場合, GRr-1.7×103kg/cm2 と GLR-8.3×103kg/cm2
の平均的な値が期待されるが,Table9の値はこれより小さく,0.9-1.2×103kg/cm2 となっ
ている｡この原因はよくわからないが,4式の近似性の不十分さと合板固有の欠点などが問題
















とした｡ 裏面温度の測定には JISA1321の5･2により 10cm×10cmxlm の杉柾 目板を用い
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た｡
試験体は移動取付台に取付け,JISA1321の5に規定されている加熱曲線に従って移動し,

















































で 80oC,10分で 93oC,15分で 143oCといずれも,15種の複合板中最も高い温度を示すものの
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石膏ボ- ド特有の現象である｡
また加熱表面の突板はパーライ トの場合と同様炭化 しているが,石膏耳∴ ド_の表面加工紙は
部分的に燃焼 して剥離･脱落し,これとともに炭化 した表面の突板も剥落 して石膏がむき出し
となりパーライ トを基材 としたものと異った性状を示 した｡これは石膏ボー ド表面の加工紙に
防火性能が歎与されていないために生 じたものと考えられる｡なお,/くネル自体には,加熱時
および加熱後にはっきりした変形が認められなかった｡
本実験では準不燃材の木毛セメン ト板を芯材 とした場合,表 (裏)面材を難燃合板またアス
ベス トセメン ト板 とする2種類 のパネルを 試験に供 したが, いずれも難燃 1級の性能を示し




減少率 も4%で,本実験に供 した複合板のうち最も低いものの1つとなっているのに対 し,難
燃合板の場合,加熱表面の燃焼炎は認められないが,炭化,分解,により,表面に亀裂を生じ,
その重量減少率は13%となる｡一方,裏面温度では合板がやや低い｡これは合板の熱伝導率が
? ?? ? ?
??? ?? ??
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ば,無処理の発泡ポ リスチレンと複合した場合を 除いて, いずれも難燃 3級以上の性能をも
ち,その優劣は複合構成の種類によって異なる｡すなわち,無処理のインシュレーションボー
ドを芯材とし,その両面にアスベス トセメン ト板を用いた場合 (panelNo.3),その防火性能
は難燃 1級で, 試験時における温度変化は Fig.13のようになる｡ これに対し panelN0.4
の表面材をアル ミニウム板としたものは難燃2級にとどまる｡ 裏面温度が前者の場合7分で
27oC,10分で 57｡C,15分で 710｡C であるのに対し,後者は 7分で 48｡C10分で 68｡C を示し,
中核に熱伝導率の低いインシュレーションボ- ドがあるにもかかわらず,裏面温度におよはす







合板 (panelNo･5)では加熱時間が10分を過ぎると厚さ 4mm の難燃合板に亀裂を生じ,コ
アが燃焼 して炎が裏面に達 し,その防火性能は難燃 2級にとどまる｡すなわち Fig.14の温度
曲線からわかるように加熱10分後急激に表面温度が上昇する｡-ネカムのごとく空気層で断熱
効果を期待 し,したがって,加熱により炭化層を形成し得ない材料で,しかも防火加工を施し



















































































































































































ンボ- ドに近 く,形状はパ-テイクルボー ドに近い材料であるが,これを基材としてこの上に
防火性接着剤で突板をオーバ-レイしたパネル (PanelNo.15)を加熱したときの温度変化は

























度 ･弾性率および防火性を調べた｡ 用いた平面材料は Tablelの通りである｡ また,複合板
の組合せと厚さの構成は Table2の通 りである｡
1) 熱伝導率







ITig･4に示す方法により,20oC の下で1両を 95% RH に･.他を 45% RHに,500時間暴













複合パネルのせん断を伴なう曲げ試験 (Fig･10(a)) と純粋曲げ試験 (Fig.10(b))を行




3-3)弾性係数については,アル ミニウム板またはアスベス トセメン ト板を用いたパネル






木 材 研 究 第44号 (1968)
複合パネルについて,一般的に次のことがいえる :
4-1)防火性能は不燃性材料および準不燃材料を基材にしたものおよび厚さ 22mm の難
燃木質材料,バガスボー ドを基材にしたものが最もよい (難燃 1級の30分加熱に耐える)0














































































満久 ･佐々木 ･石原 ･木本 ･加茂 :複合パネルの2,3の性質
(continuedfrom Photo.3)





















6)藤井正一,岡 樹生,日本建築学会研究報告 53計 (33)(1960).
7)藤井正一,建材の実際知識,東洋経済新報,86(1966).
8)青武雄,永井彰一郎,耐火物 ･断熱材,月刊工業,97(1960).
9)小原二郎ほか,建築内装-ソドブック,朝倉,796(1963).
10)若杉松三郎,保温材,丸善,578(1951).
ll)KOBLER,H.u.A.GEISSEN,HolzalsRoh-u.Werkst.25,429-435(1967).
12)北原覚一,木材理学および加工実験書,産業図書,(1956).
13)たとえばWANGAARD,F.F.,For.Prod.∫.14,256(1964),KuENZI,E.WリU.S･Dept･Agric･,
For.Prod.Lab.Rept.No.1829(1951),No.2161(1959),No.2156(1960).など.
14)上田恒司,第18回日本木材学会大会要旨,222(1968).
15)建築防火の法規解説,228,日本科学防火協会,(1965).
16)たとえば,BROWNE,F.L.,U.S.ForestProd.Lab.Rpt.2136,(1958).
17)OLLIS,W .J.,BUILDINGMATERIALS,Dec.7,(1967),ScHAFFER,E.L.,U.S.ForestServ.
Res.Note,FPLO145(1966),ScHAFFER,E.L.,ForestServ.Res.Paper,FPL69(1967).
18)建築防火の法規解説,224,日本科学防火協会 (1965).
- 52-
